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県、市町村、精神科病院、障がい福祉サービス事業者等の関係者により構成された「精神障害者自立支援関係機関会議」
を県内（政令市を除く）９保健所毎に開催し、支援関係機関相互の連携強化等の取組を平成２２年度から実施している。

平成２８年度からは、精神障がいのある人の地域定着を推進するため、①支援関係機関による処遇プラン（クライシスプラ
ン）による支援②こころの健康手帳（地域連携パス）による支援を行っている。

平成３０年度には「精神障がいのある人の退院後支援に関する福岡県事務処理要領」を作成し、計画に沿った退院後支援
を行っている。

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業
自治体情報シート（R６年度）

自分らしい生活に向けて

福岡県
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福岡県

１１ 県、指定都市、中核市、特別区の基礎情報県、指定都市、中核市、特別区の基礎情報

基本情報（都道府県等情報）

福岡県

取組内容

・精神障がい者社会復帰促進事業

・精神障がい者地域定着推進事業

・精神障がい者に対する偏見・誤解の是正を図る講演
会の開催

・精神障がい者入院者訪問支援事業

／

／

か所／障害圏域数

か所

回／年1

か所／市町村数

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム

の構築に向けた保健・医療・福祉関係者によ

る協議の場の設置状況（R6年12月時点）
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（自立支援）協議会の開催頻度（R5年度）
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有
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（自立支援）協議会の開催頻度
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（％：構成割合）

1,783

4,349

1,691

2,121

21.3

市町村

退院率（H29年6月時点）

障害保健福祉圏域数（R6年12月時点）

市町村数（R6年12月時点）

人口（R6年10月時点）

精神科病院の数（R6年4月時点）

人

人

9,944 人

精神科病床数（R6年4月時点）

入院精神障害者数

（R5年6月時点）
３か月未満（％：構成割合）

１年以上（％：構成割合）

３か月以上１年未満

58

13

2,532,864

61

12,567

保健所数（R6年12月時点）

相談支援事業所数

（センター数：R5年4月時点）

（事業所数：R6年11月時点）

一般相談支援事業所数

うち６５歳未満

うち６５歳以上

合計

特定相談支援事業所数

入院後３か月時点

入院後６か月時点

入院後１年時点

基幹相談支援センター数
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22 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）

福岡県

・ 病状悪化時の対応方法を記載した処遇プラン（クライシスプラン）を支援関係機関
で共有し、地域で生活する精神障がい者の再入院防止や入院期間の短縮を図る。

・ 精神障がい者が安心して自分らしい暮らしをすることができるように、自分の希望
や支援してもらいたい内容を記入したこころの健康手帳（地域連携パス）を障がい者本
人が所持し、支援関係機関に提示することで、支援を受けたい時に希望に沿った支援
を行うことができる仕組みをつくる 。

・ 措置入院となった精神障がい者が、退院後にどこの地域で生活することになっても、
社会復帰の促進及び自立と社会経済活動への参加の促進等のために必要な医療等の包
括的な支援を継続的かつ確実に受けられるようにすることで、地域でその人らしい生
活を安心して送れるようにすることを目的として、「精神障がいのある方の退院後支
援に関する福岡県事務処理要領」に基づく支援を行う。

・ 医療機関以外の者との接触が少ない市町村長同意による医療保護入院者を対象に、訪
問支援員を派遣し、傾聴や生活に関する相談、情報提供などを行うことで、孤独感や自
尊心低下の解消を図ることにより、地域移行を進め、患者が自ら選んだ住まいで安心し
て自分らしい暮らしを実現できるようにする。
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福岡県

３３ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯

事業の実施
（１）精神障がい者社会復帰促進事業（精神障害者自立支援関係機関会議の開催）

① 地域移行・地域定着の推進に向けた体制の構築
② 地域における地域移行・地域定着の推進に係る課題の抽出と解決
③ 社会資源の情報提供及び開拓
④ 地域移行等に係る支援体制の強化
⑤ 自立支援協議会（市町村の福祉担当課）との連携強化
⑥ 精神科病院と地域関係機関との連携強化

（２）精神障がい者地域定着推進事業
①処遇プラン策定の推進（Ｒ5年度実績：1プラン）
②処遇プラン事例集の作成（Ｈ28年度）
③こころの健康手帳の作成（Ｈ28年度）
④こころの健康手帳作成の推進（Ｒ5年度実績：2例）

（３）精神障がい者訪問指導体制強化事業（Ｒ5年度実績：訪問件数1件）
（４）精神障がいのある人に対する理解を深めるための講演会の開催

（Ｒ5年度実績：350名参加）
（５）「精神障がいのある方の退院後支援に関する福岡県事務処理要領」に基づく支援

（Ｒ5年４月～Ｒ6年3月実績：計画作成件数47件）
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福岡県

４４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に資する取組の成果・効果精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に資する取組の成果・効果

＜昨年度までの成果・効果＞

具体的な成果・効果実績値
（昨年度末）

目標値
（昨年度当初）

課題解決の達成度を測る指標

全県1区として、県、市町村、医療機関、障が
い者団体等で協議を行うことで、県域全体の
現状や課題の把握を行うことができた。

11①支援地域協議会（代表者会議）の開催

病状悪化時に関係機関が連携してスムーズ
に対応できた。

125②精神障がい者地域定着推進事業（処遇プラ
ン）の取組促進

関係機関が連携し、本人に意向に沿った支
援を行うことができた。

210③精神障がい者地域定着推進事業（こころの
健康手帳）の取組促進

精神障がいへの正しい理解の普及を図るこ
とができた。

11④精神障がいを正しく理解する講演会の開催
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５５ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた現時点における強みと課題精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた現時点における強みと課題

【特徴（強み）】
１． 県が実施する自立支援関係機関会議において支援関係機関と連携し、地域特性に応じた活動を展開している
２． 個々の措置入院者に応じた退院後の支援体制を構築している

課題・方針に対する役割（取組）課題解決に向けた取組方針課題

精神障がいを正しく理解する講演会の開催行政

・精神疾患への正しい理解の普及を図る
１．長期入院の精神障がいの
ある人の地域移行が十分に進
んでいない

医療

福祉

その他関係機関・住民等

・処遇プラン、こころの健康手帳、入院者訪問支
援事業の取組の推進
・研修会の実施

行政
・関係機関が連携した見守り体制の普及を
進める

・関係機関が精神障がいにも対応した地域
包括ケアシステムの構築における役割を認
識できるよう、研修会の実施

２．地域移行について、保健所、
市町村、精神科病院との連携
が十分でない

医療

福祉

その他関係機関・住民等

※指標設定が困難な場合は、代替指標や定性的な文言でも構いません。

見込んでいる成果・効果目標値
（今年度末）

現状値
（今年度当初）

課題解決の達成度を測る指標

関係機関が精神障がいにも対応した地域包括
ケアシステムの構築における役割を認識できる

11①市町村、医療機関向け研修会の実施
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福岡県

６６ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のための連携状況精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のための連携状況

【にも包括構築の体制】
精神科病院、障害福祉サービス等事業所、保健所、精神保健福祉センター、家族会等が参画する協議会等により関係機関と
連携しながら「にも包括」の構築を推進

所管部署における主な業務所管部署名

精神障がい者社会復帰促進事業、精
神障がい者地域定着推進事業、精神
科病院への指導監督、精神障害者の
入院に係る業務、精神科救急医療体
制の整備等

健康増進課こころの健康づく
り推進室

※各部門の状況はできるだけ詳しく記載ください

連携部署における主な業務連携部署名

精神通院医療、障害者手帳に係るサービ
ス等

障がい福祉課

強み・課題等各部門の連携状況

個別ケースを通して、支援について検討していくことで、関係機
関との連携強化につながっている。

保健所において、措置入院者の退院後支援計画の作
成や個別支援会議を定期的に実施。保健

医療

福祉

その他関係機関・住民等
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７７ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のための協議の場の実施状況精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のための協議の場の実施状況

【その他事項】 ※協議の場運営における課題や悩んでいる点、アドバイザーに相談したい事項など、自由に記載ください

精神科病院や市町村に対して、改めて「にも包括」に係る方針や具体的な取組を示すことが必要かどうか検討中。

特記事項等（課題・強み等）実施内容開催頻度協議の場の構成員名称

・市町村の現状と課題、各
保健所における取り組み
等の協議

１回/年主務課、保健所、精神保健福
祉センター

精神障がい者社会
復帰促進事業担当
者会議

・地域での課題、退院支援、
地域移行に係る協議
・個別事例の検討

各保健所
１回/年

保健所、精神科病院、精神保
健福祉センター、市町村、相
談支援事業所、就労支援事
業所、家族会等

精神障がい者地域
支援関係機関会議

・支援者の役割分担等に
係る協議

各保健所
30～50回/年

保健所、精神科病院、精神保
健福祉センター、市町村、相
談支援事業所、グループホー
ム等

個別支援会議
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福岡県

８８
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
スケジュール（今年度）
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
スケジュール（今年度）

具体的な取組実施内容時期（月）

・精神障がい者地域定着推進事業（処遇プラン、こころの健康手帳）の
研修会等の開催

・精神障がい者地域定着推進事業の取組状況のとりまとめ及び課題の
抽出
・ピアサポーターの活用に向けた検討
・各市町村の課題解決に向けた保健所との協議

・精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築に関する市町
村、医療機関向け研修会の実施

・訪問支援の実施
・訪問支援員養成研修の実施（2回）

・入院者訪問支援事業に関する課題の抽出及び実施方針の策定等

精神障がい者の地域移行・
地域定着に向けた取組み

入院者訪問支援

精神保健福祉地域支援推
進会議

R6年4月～

R6年5月～

R7年3月

入院者訪問支援事業モデルの構築
短期目標
（今年度）

・訪問支援の実施
・訪問支援員の養成

スモール
ステップ


